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RAINPAL‐ JRは、『 鉄道構造物等設計標準・ 同解説（ ト ンネル・ 開削編）付属資料 鉄道構造物の建設等に用いる 掘削土留め

工設計指針（ 令和3 年8月）』に準拠し 、公益財団法人 鉄道総合技術研究所様により 開発さ れた弾塑性法による土留め工の

設計計算システムです。（ 以降「 R3年標準準拠」と 表記し ます。JRをはじ めと する各鉄道事業者向けに開発さ れた本システムは、

弾塑性法での計算は無論のこ と 、慣用法での計算も サポート しており 、モーメ ント のつり 合いによる 根入れ長計算から 、

底面安定計算、断面力・ 変位計算、土留め壁断面計算、支保工計算に至るまで、このシステム1つで行う こと ができます。

設計標準の改定に対応し「 鋼材テーブルのR3 年標準準拠対応」「 弾塑性法の地盤反力係数算定のR3 年標準対応」「 支保工の

計算（ R3年標準準拠の許容応力対応）」、根入れ長計算における「 モーメ ント のつり 合いによる根入れ長計算（ R3年標準準拠）」

「 土留壁の支持力計算（ R3 年標準準拠）」に対応いたし まし た。尚、報告書に「 列車荷重図」が表示さ れるよう になり まし た。

鉄道総研開発による独自の豊富な検討機能
アンカ ーの内的安定計算（ Kranzの方法）、三径間連続梁による腹起し

の断面力計算、土留壁の支持力より 決まる根入れ長の計算、充実し た

底面安定の検討機能など、豊富な計算機能を満載。

弾塑性法による検討に加え、慣用法による検討も 可能

弾塑性法も慣用法も1つのパッ ケージに集約さ れていますから、このシス

テム一つで土留め工の設計をト ータ ルにサポート し ます。もちろん計算

データ も 1つであり 、慣用法での検討から 弾塑性法での検討に変更し た

場合でもモデルデータを入力し直す必要はあり ません。

FCENAシリ ーズのメ リ ッ ト を最大限に利用

FCENAシリ ーズの「 美し い報告書の出力」、「 報告書のブラ ウザによる

参照やWordでの編集を可能にする出力」、「 ツリ ービュ ーによる入力

項目の一覧表示」など、使いやすい機能を全面的に採用し ており ます。

主な計算機能

1 .弾塑性法計算オプショ ン
■地盤反力係数算定（ R3年標準対応）

■解析手法は荷重増分法

■計算モデルは弾塑性B法及びC法

『 鉄道構造物等設計標準・ 同解説（ ト ン ネル・ 開削編） 付属

資料鉄道構造物の建設等に用いる 掘削土留め工設計指針

（ 令和3 年8 月）』に準拠

■切梁のノ ーテン ショ ン計算

■再弾性化の有無

■支点条件（ 自由、ピ ン、固定）

4 .底面安定計算
■ボイ リ ン グ、パイ ピ ング、ヒ ービ ン グ、盤ぶく れの検討

■ヒ ービ ン グ（ 建築学会修正式）では、安全率を 満たす最小半径の自動計算

が可能

6 .支保工計算
■支保工の計算（ R3 年標準準拠の許容応力対応）

■最適な使用鋼材を 鋼材テーブ ルよ り 自動選択（ 切梁、腹起し 、火打ち 梁、

中間杭、アンカ ー）

■三径間連続ばり によ る 腹起し の断面力計算

■土層条件によ るアン カ ーの自由長及び定着長の計算

■アン カ ーの内的安定の検討（ Kran zの方法）

■中間杭の支持力計算（ 支持力から 求まる 根入れ長の計算も 可能）

7 .慣用法による計算
■モーメ ン ト のつり 合いによる 根入れ長計算（ R3 年標準準拠）

■壁体の断面力、変位の計算

■最適な使用断面を 鋼材テーブルよ り 自動選択（ 親杭、鋼矢板、鋼管矢板、

ソ イ ルセメ ン ト ）

■撤去時の盛替梁の計算

5 .土留壁の計算
■ソ イ ルセメ ン ト の耐力検討 ■横矢板の計算

2.弾塑性法による応力・ 変形計算
■地盤改良、埋め戻し の計算

■地盤改良によ る 土留め壁の初期

変位量の計算

■プ レ ロ ード 、ア ン カ ー初期張力

の導入によ る 計算

■壁体の断面変化に対応

■円形立抗でのリ ン グバネの考慮

■逆巻き 工法（ 構築壁）

■水中掘削、地下水位低下工法の

検討可

■壁体に対し 深さ 方向に任意形の

荷重を 載荷し て解析可能

3.根入れ長検討機能
■安定度判定グラ フ によ る 根入れ長の検討

■脆性判定によ る根入れ長自動延長

■モーメ ン ト のつり 合いによる 初期根入れ長計算（ R3 年標準準拠）

■支持力から 求まる 根入れ長の計算（ R3 年標準準拠）



●Microsoft、Windowsは、米国Microsoft  Corporat ionの米国およ びその他の国における 登録商標で す。

●そ の他、本カ タ ロ グに記載さ れて いる 会社名及び商品名は、各社の商標ま た は登録商標で す。な お、本文中に記載のシ ス テ ム名、製品名な ど には必ずし も 商標表示（ TM，®）を 付記し て おり ま せん。

J24_09本カタ ログに記載の内容は2021年11月現在のも のです。内容は予告なく 変更すること がありますので、あらかじめご了承く ださ い。

そ の 他 特 長 機 能

出 力 例

適 用 範 囲

制 限 事 項

動 作 環 境動 作 環 境

※慣用法計算では一部サポート し ており ません

1 .土圧・ 水圧・ 地盤バネ
■基準選択による 自動計算の他、直接入力も でき ます。

■土圧式は基準式の他、ク ーロ ン、ラ ンキン も 選択でき ます。

■水圧は基準の他、三角形、台形分布も 選択でき ます。

4 .特殊条件の設定機能
■掘削側の土質条件を施工ステッ プの途中で変更する等、特殊な条件の設定が可能

です。（ 土質定数、上載荷重、土圧・ 水圧・ 地盤バネの直接入力データ ）

■止水性を考慮し た親杭式土留め壁の計算が可能です。

5 .鋼材テーブル
■使用鋼材はテーブルから の選択の他、直接入力も 可能です。

　 支保工 ：  切梁、腹起し 、火打ち梁、中間杭、アンカ ー

　 土留壁 ：  親杭、鋼矢板、鋼管矢板、ソ イ ルセメ ント

■テーブルの鋼材は自由に登録でき ます。

2 .上載荷重
■等分布荷重、部分分布荷重の他、列車荷重、建設重機荷重も 考慮でき ます。

3 .支保工バネ
■支保工バネは自動設定の他、直接入力も 可能です。

有効側圧、地盤バネ 分布図 変形、断面力分布図 ア ン カ ーの内的安定検討

ハード ウェ ア

出力装置

適応OS

メ モリ

W indows 8 .1、10 が稼動する パソ コ ン

W indowsド ラ イ バが提供さ れている プリ ンタ /プロ ッ タ

W indows 8 .1、10

W indows 8 .1、10 ： 4GB以上

土留壁種類

制 限 項 目 制限値

■親杭横矢板

■鋼矢板

■鋼管矢板

■地下連続壁

■ソイルセメ ント 壁（ 柱列式）

■腹起し

■切梁

■火打ち 梁

■中間杭

■アン カ ー

■タ イ ロ ッ ド

支保工種類

施工ステッ プ数

地層数

支保工・ 構築壁設置段数

壁体分割数

着目点入力数

荷重分割数

  60　

 30　

  30　

1 ,000　

 60　

100　

■お問い合わせ、ご用命は下記にお申し 付けく ださ い。
土木関連ソフト に関する最新情報はこ ちらでご確認く ださ い。

https://www.fu jitsu .com /jp/fip/fcena/

E-mail:fcena-sal@cs.jp.fujitsu.com
https://www.fujitsu.com/jp/fjj/

開発元： 公益財団法人 鉄道総合技術研究所

販売元： 富士通Japan 株式会社


